
ドライアイス発送のご案内 

ドライアイスは、IATA（International Air Transport Association/国際航空運送協会）の危険物規則により、国連番号

（UN)1845, Class 9 に該当する危険物になります。しかしながら、血液、細胞（ウイルスや細菌を含まないもの）・普通品であ

る化学品等を保冷する目的で使われる場合、規定の梱包・マーキング・ラベル貼付の条件を満たしていれば危険物申告書は

必要ございません。また危険物特別取扱料金もかかりません（ただし、ドライアイス取扱料金が適用されます）。 

貨物の準備の前に 

海外に発送する際には、お送りになる物品が、ご利用になるサービスで仕向先の都市・郵便番号向けの発送が可能かどうか、

カスタマーサービスにお電話でご確認いただきますようお願い致します。また、弊社の DOOR TO DOOR のエクスプレス・サ

ービスという性質上、輸送途中でのドライアイスの補充、冷蔵、冷凍保管といったサービスはご提供できませんので、あらかじめ

十分なドライアイスをご用意いただきますようご案内申し上げます。 

ドライアイス入りの貨物の発送準備 

1. 梱包 

⚫ 発泡スチロール・ボックスにドライアイスを詰めて、更に外箱としてダンボール箱に梱包してください。発泡スチロー

ル・ボックスのみの梱包は落下や、衝撃を受けた際に壊れる恐れがありますのでお受けできません。またフェデックス

10kg ボックス・25kgボックスを含むいかなるフェデックス・パッケージでの梱包もお受けできません。  

⚫ ドライアイスから発生する炭酸ガスの蓄積を防ぐため、発砲スチロールボックスや外箱は完全に密閉しないようお願

い致します。 

⚫ 一包装物あたりのドライアイスの重量の上限は 200kg です。 

2. ラベル     *見本をご参照ください 

クラス 9 の IATA の危険性ラベルの貼付が必要です（1箱に 1枚ずつ貼付）。 

＊真ん中が直線でつながっているデザインのラベルも、つながっていないデザインもどちらもご使用になれます。 

添付のクラス 9 ラベルの見本を印刷して利用可能です（縮小印刷不可）。 

最小寸法＝100Ｘ100mm、 シンボル＝（上半分に７本の縦縞）黒、 背景＝白  

3. マーキング    *見本をご参照ください 

以下 3点を直接外箱に記入するか、紙やシールに記入したものを外箱に貼付してください（1枚の紙やシールに、以下 3点

をまとめて記入したものの貼付でも可）。 

1) 荷発人と荷受人の正確な住所および氏名  

2) DRY ICE  UN1845  

3) ドライアイスの正味量(kg) 

4. 運送状作成時の注意点  

非危険物の保冷目的でドライアイスを使用する場合、オンライン出荷ツール FedEx Ship Manager のご利用が可能です。

通常の貨物と運送状の作成方法は同じですが、次の点にご注意下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 梱包材は「お客様ご用意の梱

包材」を選択。  
＊ドライアイスを含む貨物は、フェ

デックスの梱包材はご利用でき

ません。 
② 「規格外梱包材、ドライアイス、

またはリチウム電池を追加」に

チェック 

③ パッケージ当たりの重量には、

パッケージに含まれるドライア

イスとドライアイス以外の内容

物の合計の重量を入力 

④ 「ドライアイス」にチェック 

⑤ パッケージに含まれるドライア

イスのみの重量を kgで入力 

 



 

 

 

 

5. その他の情報  

⚫ ドライアイスを発送する場合、IATA危険物取扱資格者が貨物の発送準備をする必要があります。詳しい情報は、  

https://www.iata.org/en/training/subject-areas/dangerous-goods-regulations-courses/  (英語サイト)をご覧ください。 

⚫ 集荷の予約、ドライアイス貨物の持ち込み場所の検索や運送料金等についてのお問い合わせは、弊社カスタマーサ

ービス（0120-003200）までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意： 

ここで提供されている情報は、米国運輸省規則 49 C.F.R.を含む規則のトレーニング要件を満たすものではありません。この情報を学習および（または）使用す

ることで、個人が危険物や有害物質の出荷準備、梱包、輸送または取り扱いをする資格を得るものではありません。この文書に含まれる情報は、政府の規則

の変更に伴い変更または更新されます。この情報の使用者は、危険物を含む貨物に関して適用される全ての法律と規則に準拠する責任を負うものとします。

フェデックスは、この文書の間違い、漏れ、誤表記、またはこの文書の非公認または不適切な使用に起因するどのような滅失、負傷、および（または）損害につ

いても責任を負いません。 

航空運送状の見本 

https://www.iata.org/en/training/subject-areas/dangerous-goods-regulations-courses/


 

危険性ラベル（クラス９）の見本 
最小寸法＝100Ｘ100mm、 シンボル＝（上半分に７本の縦縞）黒、 背景＝白 

下記の見本を印刷して利用可能です（縮小印刷不可）。 

病原体を含む可能性がほとんどない検体（患者検体）は“Exempt human specimen”のマーキングが必要です。梱包、マーキングについては

弊社ウェブサイト「医療用見本の梱包」 http://images.fedex.com/downloads/jp/packagingtips/howtopack.pdf も併せてご確認ください。 

梱包とマーキングの見本 

なお、このデータを使用して生じた損害などの

責任は一切負いかねますので、あらかじめ  

ご了承いただきますようお願いいたします。 07/2023 

https://www.fedex.com/content/dam/fedex/apac-asia-pacific/downloads/fedex-how-to-pack-ja-jp.pdf

